
県からのお知らせ施設インフォメーション
※５月１日時点の情報です。その後、中止や延期となる場合があります。開催に関する最新情報はホームページなどでご確認ください。
※とうほう・みんなの文化センターは、改修工事のため休止しています。工事終了後、令和８年７月以降で開館の準備が整い次第、再開を予定しています。
　県歴史資料館は、工事期間中も引き続き開館しています。
※各施設に来館いただく際は、各施設が行う感染症対策にご協力をお願いいたします。

●6月25日（水）ふくしまで働こう企業説明会
●7月10日(木) ～ 11日（金）JA福島 農業機器展示会

ビッグパレットふくしま
郡山市南二丁目52　☎024（947）8010

　

●6月14日(土)～6月17日(火)路面電車写真展（福島軌道）
●6月27日(金)～6月30日(月)
　第９回FTVカルチャーセンター福島教室
　ボタニカルアート作品展
●7月30日(水)～8月3日(日)第22回日本画ふるさと展

コラッセふくしま
福島市三河南町1-20　☎024（525）4098

　

●７月19日(土)～20日(日)
　コミュタン福島オープン９周年記念イベント
　「コミュタン福島ギモン★ハンター」

福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」
田村郡三春町深作10-2　☎0247（61）5721

開催期間　　 料金　　 休館日開 料 休

「ふくしまローカル鉄道PR動画」公開中！

案  内

　ママ鉄で有名な鉄道
タレントの豊岡真澄さ
んが、県内のローカル
鉄道（水郡線、磐越東
線、磐越西線の３路線）
に乗って各地を巡り、
旅の途中で車掌や保線員、さらには鉄オタまで１人四役を
演じながら、沿線の魅力や鉄道の知識を親しみやすくコミカ
ルに紹介しています。
　動画は本編の他、鉄道ファンを意識して編集したショート
版なども福島県の公式YouTubeチャンネルで公開中です。
ぜひご覧ください！
　動画を見て、ローカル鉄道の旅に出かけてみませんか？
　県庁生活交通課　☎024(521)8495問

令和7年度インターハイ男子サッカー競技

催  し

　高校生最大のスポーツの祭
典インターハイ男子サッカー
競技が今年もＪヴィレッジを
メイン会場として開催され
ます。
　全国のサッカー強豪校が県
内に集う貴重な機会です。
　ぜひ会場に足をお運びいただき、高校生たちの熱戦をご
覧ください！大会期間中は、併催イベントも開催予定です。
（スタンプラリー、ブース出店など）

　「県展」の名で親しまれている県内最大の総合美術展覧
会を開催します。県内や県出身者から作品を公募し、作品
発表の場、登竜門として、多くの優れた美術家を輩出して
きました。
　日本画、洋画、彫刻、工芸美術、書の５部門に出品いた
だいた作品を展示します。

第79回福島県総合美術展覧会

催  し

　　　　　　　　 6月26日(木) ～ 29日(日)
　  観覧時間は午前9時30分～午後７時
　  ※6月26日は午前10時開会、6月29日は午後4時閉会

日時

　 パルセいいざか会場 　入場無料料
　県庁文化振興課　☎024(521)7154問
福島県展 検 索

　東日本大震災により被災された、いわき市、相馬市、
新地町に事業所などを有する中小企業者の方が、施設など
の復旧・整備をするとき「東日本大震災グループ補助金」
を活用できます。この3市町においては、令和7年度が最終
公募となりますので、過去に申請されていない方は、お早
めにご相談ください。
　なお、原発被災地域においては、今後も公募を継続する
予定です。

「東日本大震災グループ補助金」最終公募

募  集

　 10月31日（金）必着応募期限
　県庁経営金融課分室　☎024(521)8644問
福島県　東日本大震災　グループ補助金 検 索

　7月26日（土）～8月2日（土）開

　県庁エネルギー課　☎024(521)7116問
インターハイ 検 索

　 Ｊヴィレッジほか（広野町、楢葉町、いわき市）会場
　入場・観戦無料料

ローカル鉄道の旅 検 索

　県では、東日本大震災および原子力災害からの復旧・
復興により増加する業務に対応する「①任期付職員」、育児
休業を取得する職員の代替として勤務する「②育休任期付
職員」を募集しています。詳細は、下記ホームページをご覧
ください。

任期付職員・育休任期付職員の募集

募  集

　 ①任期付職員　　　６月25日（水）まで
　 ②育休任期付職員　６月6日（金）まで

　 ① 任期付職員
　  県　配　属：一般事務、農業土木職、
　　　　　　　　  土木職など
　  市町村派遣：一般事務、土木職、保健師
　 ②育休任期付職員：一般事務、看護師

応募期限

募集職種

福島県　人事課 検 索

　県庁人事課　☎024(521)7033問

案  内

６月１日～７日は
HIV検査普及週間です

　HIV / エイズ※は誰でも感染する可能性のある疾患です。
　HIVへの感染を早期に発見して治療を開始することに
より、発症を遅らせ、感染していない人と同じように生活を
続けることができます。
　各保健所では無料・匿名で誰でも検査を受けることが
できます。不安があるときは相談しましょう。
※HIVはエイズの原因となるウイルスの名前で、エイズはHIVに　
　よって引き起こされる病気の総称。

　詳しくは保健所へお問い合わせください。
　　　　　　　　（詳しくはこちらから→）
問

福島県文化財センター白河館　まほろん
白河市白坂一里段86　☎0248（21）0700

U‒15の考古学－発掘調査で何がわかる？－

　 ６月14日(土) ～９月23日(火・祝)　　 無料
　 月曜日(7月21日、8月11日、9月15日、9月22日は
　  開館)、7月22日(火)、8月12日(火)、9月16日(火)

開
休

料

　歴史を学び始める小・中学生のほ
か、初めて考古学に触れる方を対象に、
収蔵資料を用いて分かりやすく解説す
る企画展シリーズ。
　発掘調査で明らかになった昔の人々
の暮らしや発掘調査の過程について、
写真・イラスト・出土品・ジオラマな
どを用いて分かりやすく解説します。

発
掘
調
査
の
よ
う
す（
イ
メ
ー
ジ
）

　  

福島県立美術館
福島市森合字西養山1　☎024（531）5511

「福島アートアニュアル2025
site--representation　土田翔／鈴木悠哉」
　「福島アートアニュアル」は福島
県出身・ゆかりの若手作家を紹介
するシリーズ企画です。第4回目と
なる今回は、土田翔（1997-、福島
市出身）と鈴木悠哉（1983-、福島
市出身）を取り上げます。異なるア
プローチをとる2人の表現を通して、現代における場所を表
象することの可能性を考えます。
　 6月7日(土)～29日(日) 
　 一般・大学生400（300）円、高校生200（100）円、
  小・中学生100（50）円　※（ ）内は20名以上の団体料金
　 月曜日

開
料

休

土田翔《ENCOUNT》
2020年

福島県立博物館
会津若松市城東町1-25　☎0242（28）6000

春の企画展「ボーダーなき世界を
－福島県立博物館とWell-being－」
　本展では、これまで福島県立博物
館がアーティストと取り組んできた活
動などをご紹介し、ミュージアムと
アートが介在することで生まれる
Well-beingから、皆さんと目指す
べきボーダーなき世界を考えます。
日比野克彦さんが2011年にはじめ
福島県内各地でも展開したプロジェクト「Heart Mark 
Viewing」は現在も能登で活動を続けています。展示室に
は来場者の皆さんに参加いただくワークショップコーナーも。
皆さんとつくりあげる展覧会です。

日比野克彦
「Heart Mark Viewing」
 2011東山温泉原瀧

　 ４月26日（土）～６月29日（日）
　 一般・大学生1,000円、高校生・小中学生は無料　
　  ※企画展観覧料で常設展も観覧可
　 月曜日

開
料

休

　 ４月19日（土）～７月21日（月・祝)
　 無料　　　月曜日（７月21日は開館）
開
料 休

福島県歴史資料館
福島市春日町5-54　☎024（534）9193

江戸時代の出版文化
　本展では、当館が収蔵する板本や
一枚刷りなどの江戸時代の出版物を
取り上げます。
　当時の人々がいかなる知識や情報
を求めていたのか、あるいは福島県
域がどのような地域として認識され
ていたのかにご注目ください。

蚕養手引草 全
（佐藤健一家文書80）

　 　 　 　 　 　 　   
　 一般・大学生1,850円、高校生・小中学生900円、
　  未就学児無料　　　年中無休
料

休

環境水族館　アクアマリンふくしま
いわき市小名浜字辰巳町50　☎0246（73）2525

アクアマリンふくしま2025年夏
「里山体験エリア」オープン
　アクアマリンふくしまでは、この
夏、「わくわく里山・縄文の里」を
里山を舞台とした生物多様性を学べ
る体験型エリアとしてリニューアル
します。木洩れ日や滝のしぶき、川
のせせらぎ、虫の音色など、里山
の自然を存分に味わえます。自然に
とけ込むように展示された生き物を探したり、川遊びを楽し
んだり、デッキから水中の生き物を観察したりと、自然を感
じる多彩な体験ができます。また、トンネル通路では里山の
生物多様性について親しみやすく学べる展示もあります。
さまざまな体験プログラムも順次開催予定です。

読者からの
お便り

2025年
6月号 14

子どもがいるので、おでかけ情報や予防接種の案内が載っているのは助かります。これからも子育て世帯に向けた
情報を期待しています。（40代 福島市）


